
手術部

看護師の人数：84名 （師長2名・副師長4名含む）

手術室：24室 （内日帰り手術室6室）

昨年（2023.4～2024.3）の手術件数は11,755件でした

本院手術部の特徴として

肝臓・肺・腎臓の生体・脳死移植やロボット支援下手術など

先進医療を担っています

看護師・医師・薬剤師・診療放射線技師・臨床工学技士など
様々な職種の人が働いています



一日の仕事の流れ（日勤）

８時 出勤
手術につく器械出し看護師は器械の準備を,
外回り看護師は部屋全体のセッティングを行います．

８時２０分 朝の会
全員で集合し,
夜勤からの申し送りや必要事項の共有などを行います．

８時３０分～ 患者さん受け入れ・介助
患者さんを病棟より受け入れます.
麻酔導入や体位固定等準備を整え,手術介助につきます.

１２時 休憩

休憩時間は手術終了時間によって変動はありますが,
１時間の休息を取り午後に備えます．

１３時 手術介助再開
午前同様手術介助につきます．
手術が早く終わった場合は使用した部屋を整え,他手術の
サポートに行きます．

１６時２０分～ 手術の申し送り・翌日の情報収集

夕方以降も手術が続くようであれば,遅出出勤の看護師と交代
します．
翌日の情報収集や使用予定器械の確認を行います．

１６時４５分 退勤



情報収集・必要物品の確認（前日）

情報収集
担当する患者さんの情報収集を行い,
手術で注意すべき点を事前に把握します.

2021年度より,全患者さんを対象に術前面談
を実施しています.

必要物品の準備
手術で使う器械や物品を確認します.

手術がスムーズに進行するように足りないも
のがないか,事前に手術のイメージを膨らませ
ます.

必要な物品は全部揃って
いるかな？

アレルギーはあるかな？
どんな薬を飲んでいるのかな？

外回り看護師と器械出し看護師で共有し
た方が良いことはあるかな？



手術前の準備（外回り）

輸液作成 ベッド作成

部屋やベッドの保温,モニター準備,輸液の作成など,患者さんを受け入れる準備をします.
発熱の有無や留置物の確認,最終飲食・飲水の時間等,患者さんが手術に臨める状態であるかを
確認します.

フットポンプ準備



患者さん入室

表情はどうかな？
なんて声をかけよう

かな？

どんな患者さんかな？
安心して手術を受けてもらう
にはどう関わろうかな？

入室前,安全のために患者さん本人の名前およびID番号を
確認します.

入室後は患者さん本人,診療科医師,麻酔科医師,看護師で下記
の項目に沿って安全確認を実施します.

安全確認項目



手術前の準備（器械出し）

ガウン台
手術時に着用するガウン
や手袋を置きます

展開台
手術時に使用する器械や
物品を出しています

手術前準備完了

鉗子立て

鉗子を使用し,
清潔度を保ったまま
物品を出します.



手術時手洗い・ガウン着用

手洗い

手指から肘までを,石鹸で洗った後アルコール消毒します.
通常より入念に手洗いしています.

ガウン着用

不潔にならないよう手袋をはめ, 
ガウンを着用します.
術野の汚染防止および職業感染防止のため
手袋は二重にしています.



手術開始

タイムアウトとは

手術事故防止のため,執刀開始直前に診療科
医師,麻酔科医師,看護師全員が一斉に手を止
め,患者氏名・左右を含む部位・左右を含む術
式等を確認すること.

タイムアウト後手術開始

タイムアウト項目



手術介助（外回り看護師）

（吸引瓶の総量）－（洗浄・潅流生食）＝（吸引出血量）

出血カウント

吸引瓶や使用したガーゼから
出血量を計測します.

体位変換・除圧

手術によって様々な体位をとります.

体位をとる際は,良肢位や神経損傷に
注意し,手術中は褥瘡を起こさないため
に除圧を実施します.

上がりすぎていないかな？
下がりすぎていないかな？

神経損傷や褥瘡を
起こさないためには？

循環動態は？

体温管理

手術中は様々な要因によって
体温が低下しやすくなります.

室温調節や温風が出る器械などを使用
し,体温管理を行っています.

体位変換用物品



手術介助(外回り看護師)

バイタルサイン

手術中は定期的にバイタルサインをチェックします.

モニター音の変化は何らかの異常を示すため,術中は常
にモニター音に注意し,すぐに反応できるよう努めています.

術中記録・手術進行

手術中に実施した看護や手術の
進行具合を記録します.

手術中どんなことが
予測できるかな？

値は正常かな？
異常はないかな？



手術介助（器械出し看護師）
器械出し

手術進行に合わせて必要な
器械を医師に渡します.

体内遺残

体内遺残防止のためにガーゼや
器械のカウントを行います.

次はどんなことをするかな？
何の器械を使うかな？

清潔度

術野は基本清潔であるため,

不潔・清潔をしっかり区別する必要が
あります.

ガーゼの枚数は
合っているかな？

器械の破損欠損はないかな？
出した器械は全部あるかな？

器械 ガーゼ

どこまでが清潔で、
どこからが不潔かな？



手術介助（器械出し看護師）
様々な手術器械

ロボット支援下で使用する器械

ロボットの器械本体に差し込み使用するた
め,とても長い形状になっています。

開腹手術で使用する器械

組織の把持や糸切りなど,使用目
的によって使い分けます.

腹腔鏡で使用する鉗子

腹腔鏡下で行うため,鉗子が長く,
先端は様々な種類があります.



手術終了

病棟看護師に申し送り

術中の看護記録をもとに病棟での看護に
繋がる申し送りを行っています.

退室前安全確認項目（閉創前・退室前）

退室前安全確認

患者さんが安全に帰室できるよう,退室前に
診療科医師,麻酔科医師,看護師で下記の項
目に沿って最終確認を行います.



特殊な手術室①

執刀医はこの画面を見て,この機械を使
用して手術をします.

ロボット支援下手術

泌尿器科・消化管外科・産婦人科・呼吸
器外科・肝胆膵移植外科で行なってい
ます.

保険適用の手術が拡大し,さらに手術件
数が増えています.



特殊な手術室②

ハイブリッド手術室

放射線装置を設置しており,血管内治療と
外科的手術を同時に行えます.

MRI対応手術室

術中・術後にMRIの撮影が
行えます.

MRIはとても強い磁石と電波を使用し撮影しています.
患者さんだけでなく,医師,看護師,臨床工学技士も部屋に入る前

に金属などを身につけていないか安全確認しています.



デイサージャリー診療部門（Day Surgery Unit:DSU）

当日来院し,日帰りで手術を受けられる
手術室が６部屋あります.
入室前に看護師が問診しています.

手術が終わったら,少し休んでいただきます.
看護師は患者さんが帰宅できるように援助し,
術後の過ごし方について説明をしています.

回復室



術前面談

2021年度より取り組んでいます.

安全に手術を行うため,翌日に手
術を控えた患者さんに対し,術前オ
リエンテーションを行います.

術前チェックリストに沿って面談を
行い,精神面の把握や個別性を重
視した精神的支援及び関係性の
構築を行っています.

カルテからは得られない情報を看
護ケアに活用しています.

術前面談・訪問

術前訪問

手術への不安や,認知・聴覚・視覚
障害や覚醒下手術よるコミュニケ
ーション方法を確認する必要があ
る患者さんなど，訪問が必要であ
ると判断された場合,手術室看護
師が病室を訪問します.



私たち手術室看護師は,他職種と協力しながら,手術を迎える患者さんの

不安を少しでも取り除き,安全に手術が行われるよう

日々取り組んでいます. 

手術室看護師として, 全身麻酔下で意思疎通できない患者さんの

安全安楽に配慮した関わりを大切にしています. 

メッセージ



職員紹介
●Aさん

●入職3年目 手術部

●主な仕事内容

手術室看護師の役割は,器械出し看護師と外回り看護師に分けられます. 器械出し看護師は,手術の進行具合を把握

しながら医師の必要とする器械を素早く正確に手渡し直接的にサポートします. 外回り看護師は, 器械出し看護師の業務以外の

看護業務全般を担い, 患者さんの体位変換や全身状態の観察,手術記録,  医療器械の準備や体温管理などを行います.

6：30 ●起床

8:00  ●出勤

8：30 ●手術介助

12：00 ●お昼休憩

13：00 ●手術介助

16：00 ●振り返り、翌日の準備

17：00 ●退勤

18：00 ●夕食・自己学習・ゲームなど

23：00 ●就寝

手術室看護師として大切にしていることは, 手術が安全かつ
円滑に行われるよう, チームの一員として他職種と連携し, 看
護を行うことです.
肝胆膵移植外科の手術に器械出し介助としてつくことが比較
的多いのですが, 術式によって開腹・腹腔鏡下・ダヴィンチと
呼ばれるロボット支援下によるものなど,多岐にわたります.
初めは各術式の流れや器械の名前を覚えるのが大変でした
が, 徐々に流れを覚え, 円滑な介助ができるようになってきま
した.
全身麻酔中の患者さんは自分の意志を伝えることができない
ため, 私たち手術室看護師が患者さんの代弁者となれるよう
努めています. 
また, 看護の質の向上のため, 日々の自己学習や勉強会へ
の参加によって自己研鑽を行っています.

手術室は患者さんとの関わりが病棟などに比べ少ない
イメージがあると思いますが,麻酔がかかり患者さんが眠る
までの短い時間の中で患者さんに寄り添い,安全・安心な
看護を提供できるよう日々努めています.
また,手術中も患者さんのバイタルなどから状態を確認す
ることや器械出し看護師に必要な器械を渡したりと手術が
スムーズに進行するよう努めています.手術室のスタッフは
経験年数も年齢も様々で,様々な経験や角度からの考え
方を学ぶことが出来ます.
.初めての手術では先輩が一緒につき丁寧に教えてくれる
ので,安心して日々成長していくことが出来ます.術式や解
剖など勉強が必要で大変に感じることもありますが,勉強し
たことと実践が結びつきスムーズな手術進行に繋がった
時に達成感とやりがいを実感します.

仕事をする上で大切にしていること メッセージYさんのある１日


